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「
舞
鶴
ブ
ラ
ン
ド
」
全
国
へ

首
都
圏
で
発
信

本
市
の
魅
力
あ
る
農
水
産
品
を
首

都
圏
を
中
心
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
舞

鶴
プ
レ
ミ
ア
ム
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア
」
が

6
月
5
日
、
ホ
テ
ル
「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・

カ
ー
ル
ト
ン
東
京
」
の
メ
イ
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ア
ジ
ュ
ー
ル
フ
ォ
ー
テ
ィ

ー
フ
ァ
イ
ブ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丹
後
と
り
貝
や
新
鮮
な
魚
介
類
、
万

願
寺
甘
と
う
、
お
茶
と
い
っ
た
高
品
質

で
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
高
い
農
水
産
品

を
、
市
長
や
生
産
者
ら
が
直
接
、
東

京
の
一
流
料
理
人
や
旅
行
会
社
の
ツ

ア
ー
企
画
担
当
者
に
Ｐ
Ｒ
し
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︽
水
産
課
・
農
林
課
︾

教
え
て
！
万
願
寺
甘
と
う
の
こ
と

小
学
校
で
出
前
授
業

本
市
発
祥
の
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産

品
「
万
願
寺
甘
と
う
」
の
生
産
者
が
、

市
内
の
小
学
生
に
育
て
方
や
歴
史
に

つ
い
て
教
え
る
出
前
授
業
を
、
今
年

農水産品

知
っ
て
、
食
べ
て
、
舞
鶴
の
﹁
う
ま
い
も
ん
﹂

舞
鶴
の
農
水
産
品
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ

◀
生
産
者
に
よ
る
万
願
寺
甘
と
う
の

説
明
（
昨
年
の
様
子
）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
児
童
が
実
際
に
万
願

寺
甘
と
う
を
育
て
て
み
る
な
ど
、
さ

ら
に
詳
し
く
万
願
寺
甘
と
う
や
農
業

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
は
府
内
産
の
食
材

で
学
校
給
食
の
献
立
を
作
る
取
り
組

み
「
ま
る
ご
と
き
ょ
う
と
の
日
」
と

併
せ
て
実
施
し
、
市
内
の
子
ど
も
達

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
地
元
の
特

産
品
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
い
、
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

︽
農
林
課
︾

舞
鶴
市
・
大
連
市
友
好
都
市
提
携
35
周
年

市
長
が
大
連
市
「
名
誉
市
民
」
に

友好都市多
々
見
市
長
が
５
月
23
日
、
友
好

都
市
で
あ
る
大
連
市
（
中
国
）
の

肖し
ょ
う
せ
い
ほ
う

盛
峰
市
長
か
ら
名
誉
市
民
の
称

号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

両
市
の
友
好
都
市
提
携
35
周
年
を

記
念
し
、
22
日
か
ら
舞
鶴
市
代
表

団
（
団
長
＝
多
々
見
市
長
、
他
７
人
）

の
大
連
市
訪
問
に
合
わ
せ
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
、
名
誉
市
民
の
称
号
は
前

市
長
の
町
井
正
登
氏
、
江
守
光
起
氏

に
続
き
舞
鶴
市
で
は
３
人
目
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
多
々
見
市
長
は
、「
大

連
市
と
の
経
済
・
文
化
・
青
少
年
・
医

療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
の

成
果
が
あ
り
、
市
長
就
任
か
ら
２
期
目

と
い
う
早
い
時
期
に
名
誉
市
民
と
い
う

栄
誉
を
い
た
だ
い
た
。
友
好
都
市
提
携

35
周
年
を
契
機
に
、
さ
ら
な
る
連
携
の

強
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

︽
み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
︾

▪
避
難
時
集
結
場
所
は
次
の
と
お
り

❖
大
浦
地
区（
１
か
所
）

大
浦
小
学
校

❖
東
・
中
地
区（
16
か
所
）

朝
来
小
学
校

志
楽
小
学
校

東
舞
鶴
高
等
学
校
浮
島
分
校

白
糸
中
学
校

東
舞
鶴
高
等
学
校

東
体
育
館

三
笠
小
学
校

新
舞
鶴
小
学
校

倉
梯
小
学
校

青
葉
中
学
校

南
公
民
館

倉
梯
第
二
小
学
校

与
保
呂
小
学
校

中
総
合
会
館

中
舞
鶴
小
学
校

和
田
中
学
校

❖
西
地
区（
12
か
所
）

西
総
合
会
館

池
内
小
学
校

日
星
高
等
学
校

文
化
公
園
体
育
館

城
北
中
学
校

原
子
力
災
害
発
生
時
に
甲
状
腺

被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
に
服
用
す
る

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
場
所
を
７

月
か
ら
全
て
の
避
難
時
集
結
場
所

（
32
か
所
）に
拡
大
。

こ
れ
ま
で
大
浦
会
館
・
中
総
合
会

館（
保
健
セ
ン
タ
ー
）・
西
総
合
会

館
・
加
佐
公
民
館
の
４
か
所
で
保
管

し
て
い
た
も
の
で
、緊
急
時
に
お
い

て
、よ
り
迅
速
・
確
実
に
配
布
で
き

る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

原子力防災

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
分
散
備
蓄

全
て
の
避
難
時
集
結
場
所
に
拡
大

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
や
特
別

職
（
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
）
の

給
料
の
額
に
つ
い
て
審
議
す
る
「
舞

鶴
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
を
６

月
23
日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

同
審
議
会
は
、
舞
鶴
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
る
も
の
で
、
市
長
か
ら
の
諮
問
を

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

審議会

受
け
、
市
内
の
公
共
的
団
体
の
代
表

者
や
学
識
経
験
者
で
構
成
。

　

今
後
、
府
内
の
自
治
体
や
人
口
・

財
政
規
模
が
類
似
し
て
い
る
自
治
体

の
状
況
な
ど
を
参
考
に
、
多
角
的
に

審
議
さ
れ
、
年
内
に
答
申
を
受
け
る

予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　

      

︽
職
員
課
︾

明
倫
小
学
校

福
井
小
学
校

高
野
小
学
校

西
舞
鶴
高
等
学
校

城
南
中
学
校

中
筋
小
学
校

余
内
小
学
校

❖
加
佐
地
区（
３
か
所
）

由
良
川
小
学
校

岡
田
小
学
校

加
佐
中
学
校

▼
詳
し
く
は
、
地
域
医
療
課

（
☎
66
・
１
０
５
１
）
へ
。

市
と
ま
い
づ
る
環
境
市
民
会
議

（
尾
上
亮
介
会
長
）
は
、
６
月
29
日
、

温
暖
化
対
策
の
た
め
の
「
賢
い
選

択
」
を
促
す
国
民
運
動
﹃「C

ク

ー

ル

O
O

L 
C

チ

ョ

イ

ス

H
O

IC
E

」
宣
言
﹄
を
共
同
で
行
い

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
市
民
、
事
業
者
、
各
種
団
体

な
ど
社
会
を
構
成
す
る
皆
さ
ん
が
連

携
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

エ
コ
カ
ー
や
エ
コ
住
宅
、
エ
コ
家
電

を
選
ぶ
と
い
う
「
選
択
」。
高
効
率

な
照
明
に
換
え
る
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
と
い
う
「
選
択
」。
ク

ー
ル
ビ
ズ
な
ど
低
炭
素
な
取
り
組

み
を
実
践
す
る
と
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
「
選
択
」
な
ど
「C

O
O

L 
C
H

O
IC

E

」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▪
夏
の
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を

市
で
は
、
７
月
１
日
㈯
〜
９
月
30

日
㈯
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
家
庭
や
事
業
所
で
も
、
エ
ア
コ
ン

の
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
た
り
、
ク

ー
ル
シ
ェ
ア
（
家
族
が
一
部
屋
に
集

ま
っ
て
1
台
の
エ
ア
コ
ン
を
利
用
す

る
、
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
へ

家
族
で
出
か
け
て
家
の
エ
ア
コ
ン
を

消
す
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
健
康
や

事
業
活
動
な
ど
に
無
理
の
な
い
範
囲

で
行
い
、
省
エ
ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

︽
生
活
環
境
課
︾

地
球
の
た
め
の
﹁
賢
い
選
択
﹂

CO
O

L CH
O

ICE
宣
言

温暖化対策

COOL CHOICE とは
２０３０年度の温室
効果ガス排出量を
２０１３年度比で26
㌫削減することを目
標に、省エネ・低炭
素型の製品・サービ
ス・行動など、地球温暖化対策や快適な生活
につながるあらゆる「賢い選択」を促すため、
政府が呼びかけている国民運動。

施設に備蓄される安定ヨウ素剤（東体育館）

▲生産者による本市発祥の「万願寺甘とう」の説明

▲フレンチのコースで振る舞われる本市の食材▲鮑のアンクルート
紫蘇の香り昆布のペーストと剣先イカ


